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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ビード部への空気等の残留を十分に防止して、
ビード部の耐久性を大きく向上させる空気入りタイヤを
提供する。
【解決手段】一対のビードコア１と、本体部分２ａを該
ビードコア１間にトロイダルに延在させるとともに、各
側部部分2ｂをビードコア１の周りで半径方向外方へ巻
き返してなる一枚以上のカーカスプライからなるカーカ
ス２と、ビードコア１の半径方向外側に隣接させて配置
されて、半径方向外方に向けて次第に薄肉となるビード
フィラゴム３を具えるものであって、ヒードフィラゴム
３を、タイヤ幅方向内側のゴム部分３ａと、タイヤ幅方
向外側のゴム部分３ｂとで構成して、タイヤ幅方向内側
のゴム部分３ａを、タイヤ幅方向外側のゴム部分３ｂよ
り低硬度とし、このビードフィラゴム３の、ビードコア
１との対向面での総厚みＴに対し、タイヤ幅方向内側の
ゴム部分３ａの厚みｔを２０％以上、４０％未満として
なる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
一対のビードコアと、本体部分を該ビードコア間にトロイダルに延在させるとともに、各
側部部分をビードコアの周りで半径方向外方へ巻き返してなる一枚以上のカーカスプライ
からなるカーカスと、ビードコアの半径方向外側に隣接させて配置されて、半径方向外方
に向けて次第に薄肉となるビードフィラゴムと、カーカスのクラウン域の外周側に配設さ
れてトレッド接地面を形成するトレッドゴムとを具える空気入りタイヤであって、
　ヒードフィラゴムを、タイヤ幅方向内側のゴム部分と、タイヤ幅方向外側のゴム部分と
で構成して、タイヤ幅方向内側のゴム部分を、タイヤ幅方向外側のゴム部分より低硬度と
し、このビードフィラゴムの、ビードコアとの対向面での総厚みに対し、タイヤ幅方向内
側のゴム部分の厚みを２０％以上、４０％未満としてなる空気入りタイヤ。
【請求項２】
　ビードフィラゴムの半径方向の最大高さを、ビードコアの内周面から、トレッド接地面
側縁までの半径方向の最大高さに対し、２０％以上４０％未満としてなる請求項１に記載
の空気入りタイヤ。
【請求項３】
　タイヤ幅方向内側のゴム部分の、デュロメータタイプＡ硬度の、タイヤ幅方向外側のゴ
ム部分の、デュロメータタイプＡ硬度との硬度差を、０超～１５未満もしくは、３０超～
１００未満としてなる請求項１もしくは２に記載の空気入りタイヤ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、たとえば、乗用車等に用いることができる、ラジアル構造を可とする空気
入りタイヤ、なかでも、ビード部の改良に関するものであり、とくには、ビード部への空
気等の残留を防止して、耐久性を向上させる技術を提案するものである。
【背景技術】
【０００２】
　ビード部の、ビードコアの半径方向外側に隣接させて配置されて、半径方向外方に向け
て次第に薄肉となるビードフィラゴムを、タイヤ幅方向内側のゴム部分と、タイヤ幅方向
外側のゴム部分とで構成する空気入りタイヤとしては、特許文献１に開示されたものがあ
る。
【０００３】
　これは、操縦安定性と乗り心地とを十分なレベルで両立させることを目的とする自動二
輪車用タイヤであって、ビードフィラゴムを、軸方向外側に位置する外層と、軸方向内側
に位置する内層とで構成し、外層の硬度（デュロメータＡ硬さ）を、内層の硬度（デュロ
メータＡ硬さ）より大きくするとともに、外層の硬度と内層の硬度との差を１５以上３０
以下とし、また、ビードフィラゴムの厚みに対する内層の厚みの比率を４０％以上６０％
以下とし、そして、ビードベースラインを基準としたトレッド端までの半径方向高さＨＳ
に対するビードフィラゴムの半径方向高さＨＡの比率（ＨＡ／ＨＳ×１００）を４０％以
上６０％以下としたものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００７－９９１５２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかるに、この自動二輪車用タイヤでは、ビードコアの周りの未加硫ゴムの体積不足、
タイヤの加硫時の、加硫ブラダによるタイヤ内面の押圧力不足等に起因して、ビード部へ
の残留空気等を十分に取り除くことができず、その残留空気等が、ビード部の耐久性の低
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下を惹起することになるという問題があった。
【０００６】
　この発明は、ビード部に空気等が残留することになる原因の究明と、加硫タイヤのビー
ドフィラゴムの硬度（デュロメータタイプＡ）と、未加硫タイヤのビードフィラゴム部材
の硬度（デュロメータタイプＥ）とは高い相関をもつとの新たな知見とに基づき、加硫タ
イヤのビード部への空気等の残留を十分に防止して、ビード部の耐久性を大きく向上させ
る空気入りタイヤを提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　製品タイヤとしての加硫タイヤのビード部への空気等の残留は、主には、未加硫タイヤ
を加硫モールド内で加硫するに当っての、加硫ブラダによる、ビード部相当部分の内面に
対する押圧力の不足に起因するものであって、この押圧力不足は、未加硫タイヤの、サイ
ド部分の背面角が小さいサイズ、すなわち、未加硫タイヤの幅方向断面内で、タイヤ最大
幅位置までの、サイド部分への外接接線と、タイヤ中心軸線と平行な線分との交角が小さ
いサイズのタイヤにおいてとくに重大であることから、この発明は、未加硫タイヤのビー
ド部相当部分の剛性を小さくすることで、加硫ブラダによる、未加硫タイヤの内面側から
の押圧力に対し、そのビード部相当部分の大きな変形を可能として、加硫ブラダの、ビー
ド部相当部分への十分な密着を担保し、これにより、未加硫タイヤのビード部相当部分に
残存する空気等の、加硫ブラダの押圧力に基く押出し排除を容易にして、加硫タイヤのビ
ード部への空気等の気体の残留量を大きく低減させるものである。
【０００８】
　これがため、この発明の空気入りタイヤは、一対のビードコアと、本体部分を該ビード
コア間にトロイダルに延在させるとともに、各側部部分をビードコアの周りで、たとえば
タイヤ幅方向の内側から外側に向けて巻き返してなる一枚以上のカーカスプライからなる
、ラジアル構造を可とするカーカスと、ビードコアの半径方向外側に隣接させて配置され
て、多くは、カーカスの本体部分と側部部分との間で、半径方向外方に向けて次第に薄肉
となるビードフィラゴムと、カーカスのクラウン域の外周側に配設されてトレッド接地面
を形成するトレッドゴムとを具えるものであって、ビードフィラゴムを、タイヤ幅方向内
側のゴム部分と、タイヤ幅方向外側のゴム部分とで構成して、タイヤ幅方向内側のゴム部
分をタイヤ幅方向外側のゴム部分より低硬度とし、このビードフィラゴムの、ビードコア
との対向面での総厚みに対し、タイヤ幅方向内側のゴム部分の厚みを、２０％以上、４０
％未満としてなるにある。
【０００９】
　ここで好ましくは、タイヤを適用リムに組付けて最高空気圧を充填したタイヤ姿勢の下
で、ビードフィラゴムの、ビードコアの外周面から測った、半径方向の最大高さを、ビー
ドコアの内周面から測った、トレッド接地面の側縁までの半径方向の最大高さに対し、２
０％以上４０％未満とする。
【００１０】
　なおここで、「最大高さ」とするのは、ビードコアの外周面および内周面の少なくとも
一方が、タイヤを、ＪＡＴＭＡ、ＴＲＡ、ＥＴＲＴＯ等の規格のＹＥＡＲ　ＢＯＯＫ等に
規定された適用リムに組付けるとともに、最大負荷能力に対応して規定される最高空気圧
を充填した状態の下では、タイヤの中心軸線に対して傾斜した姿勢となる場合があること
を考慮したものである。
【００１１】
　また好ましくは、タイヤ幅方向内側のゴム部分の、デュロメータタイプＡ硬度の、タイ
ヤ幅方向外側のゴム部分の、デュロメータタイプＡ硬度との硬度差を、０超～１５未満も
しくは、３０超～１００未満とする。
【発明の効果】
【００１２】
　この発明の空気入りタイヤでは、とくに、ビードフィラゴムの、タイヤ幅方向内側のゴ
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ム部分を、タイヤ幅方向外側のゴム部分より低硬度とし、このビードフィラゴムの、ビー
ドコアとの対向面での総厚みに対し、タイヤ幅方向内側のゴム部分の厚みを２０％以上、
４０％未満とすることにより、未加硫タイヤのビード部相当部分の剛性を十分を低減させ
、この結果として、背面角の大小のいかんにかかわらず、加硫ブラダを、ビード部相当部
分の内面に常に十分に密着させることによって、未加硫タイヤの、そのビード部相当部分
に残存する空気等を、加硫ブラダの押圧力によって有効に押出し排除することができるの
で、製品タイヤとしての加硫タイヤのビード部への、空気等の残留量を効果的に低減させ
て、ビード部の耐久性を大きく向上させることができる。
【００１３】
　なおここで、タイヤ幅方向内側のゴム部分の厚みを、ビードフィラゴムの総厚みの２０
％以上、４０％未満をするのは、ビードフィラゴムをもってタイヤビード部に所要の剛性
を付与して、製品タイヤの運動性能を十分に確保する一方で、未加硫タイヤのビード部相
当部分の剛性を、加硫ブラダの密着が可能となる程度まで低減させるためである。
【００１４】
　すなわち、タイヤ幅方向内側の、低硬度ゴム部分の厚みが２０％未満では、未加硫タイ
ヤのビード部相当部分に、所期したほどの剛性低下をもたらすことができず、一方、それ
が４０％以上では、加硫タイヤのビード部に、所要の運動性能を実現するに足る程度の剛
性を付与することが難しくなる。
【００１５】
　このようなタイヤにおいて、ヒードフィラゴムの、ビードコアの外周面から測った、半
径方向の最大高さを、ビードコアの内周面から測った、トレッド接地面の側縁までの半径
方向最大高さに対し、２０％以上、４０％未満とした場合は、タイヤ重量の低減による環
境性能の向上を実現しつつ、空気等の残留に起因する耐久性等の低下を有効に防止するこ
とができる。
【００１６】
　すなわち、ビードフィラゴムの最大高さを４０％未満とすることで、ビードフィラゴム
の重量の低減の下で、転がり抵抗を低減できる利点はあるも、最大高さを２０％未満まで
低減させたときは、背面角が小さくなって、未加硫タイヤのビード部相当部分の内面に、
加硫ブラダを密着させ難しくなるため、加硫タイヤのビード部への、空気等の残留を十分
に防止できなくなるうれいがある。
【００１７】
　そしてまた、タイヤ幅方向内側のゴム部分の、デュロメータタイプＡ硬度の、タイヤ幅
方向外側のゴム部分の、デュロメータタイプＡ硬度との硬度差を０超～１５未満もしくは
、３０超～１００未満とした場合は、サイド部分の背面角が小さいサイズの未加硫タイヤ
にあってなお、ビード部への空気等の残留を有効に防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】この発明の実施形態を加硫タイヤの半幅について示すタイヤ幅方向断面図である
。
【図２】ビードコアおよびビードフィラゴムを模式的に示す幅方向拡大断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　図１に示す空気入りタイヤは、一対のビードコア１（図では一方だけを示す）と、一枚
以上のカーカスプライ（図では一方だけを示す）からなるラジアル構造を可とするカーカ
ス２とを具え、このカーカス２は、一対のビードコア１間にトロイダルに延在させた本体
部分２ａおよび、各ビードコア1の周りで、半径方向外方へ巻き返したそれぞれの側部部
分２ｂを有する。
【００２０】
　またこのタイヤは、ビードコア１の半径方向外側に隣接させて配置されて、半径方向外
方に向けて次第に薄肉となり、（タイヤ幅方向の厚みが漸減する）、多くは、カーカス２
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の本体部分２ａと側部部分２ｂとに挟まれて位置するビードフィラゴム３と、カーカス２
のクラウン域の外周側に配設されてトレッド接地面４を形成するトレッドゴム５とを具え
る。
　なお、図中６は、カーカス２のクラウン域と、トレッドゴムとの間に配設されてトレッ
ド部を補強するベルトを示す。
【００２１】
　そしてここでは、ビードフィラゴム３を、図２に示すところから明らかなように、タイ
ヤ幅方向内側のゴム部分３ａと、タイヤ幅方向外側のゴム部分３ｂとで構成して、タイヤ
幅方向内側のゴム部分３ａを、タイヤ幅方向外側のゴム部分３ｂより低硬度とし、たとえ
ば、ゴム部分3ａのデュロメータＡタイプ硬度をＡ３０とするとともに、ゴム部分3ｂのデ
ュロメータＡタイプ硬度をＡ６５として、未加硫タイヤのビード部相当部分の剛性低下を
もたらし、背面角のいかんにかかわらず、加硫ブラダの、ビード部相当部分の内面への十
分な密着を可能とする。
【００２２】
　加えてここでは、ビードフィラゴム３の、ビードコア１との対向面での総厚みＴに対し
、タイヤ幅方向内側のゴム部分３ａの厚みｔを２０％以上、４０％未満として、未加硫タ
イヤのビード部相当部分の剛性を、加硫ブラダの密着が可能となる程度まで低減させる一
方で、加硫タイヤのビード部に所要の剛性を付与する。
【００２３】
　このようなタイヤにおいて好ましくは、タイヤを適用リムに組付けて最高空気圧を充填
したタイヤ姿勢の下での、ビードフィラゴム３の半径方向の最大高さを、ビードコアの内
周面から測った、トレッド接地面４の側縁Ｅまでの半径方向の最大高さの２０％以上、４
０％未満として、タイヤ重量の低減による転がり抵抗の低下をもたらし、併せて、ビード
部への空気等の残留による耐久性等の低下を防止する。
【００２４】
　また好ましくは、タイヤ幅方向内側のゴム部分３ａの、デュロメータタイプＡ硬度の、
タイヤ幅方向外側のゴム部分３ｂの、デュロメータタイプＡ硬度との硬度差を、０超～１
５未満もしくは、３０超～１００未満として、ビードフィラゴム全体の剛性を低減させ、
加硫時の、加硫ブラダの密着性を高める。
【実施例】
【００２５】
　加硫タイヤのビード部への空気の残留が顕著であった、サイズが１７５／６０　Ｒ１４
のタイヤにつき、この出願の請求項１に係る発明を適用した実施例タイヤと、従来タイヤ
とを各５０本製造し、目視検査および解剖検査によって、ビード部への空気の残存の有無
を検査したところ、実施例タイヤでは、ビードフィラ高さ（重量）の増加なしに、ビード
部に空気が残存するタイヤ本数を６／５０本から１／５０本まで低減させることができた
。
【００２６】
　なお実施例タイヤでは、タイヤ幅方向内側のゴム部分３aの厚みを３５％とし、その幅
方向内側のゴム部分３aのデュロメータタイプＡ硬度をＡ３０とするとともに、タイヤ幅
方向外側のゴム部分３ｂのデュロメータタイプＡ硬度をＡ６５とした。
【符号の説明】
【００２７】
1　ビードコア
2　カーカス
2ａ　本体部分
2ｂ　側部部分
3　　ビードフィラ
3ａ　タイヤ幅方向内側のゴム部分
3ｂ　タイヤ幅方向外側のゴム部分
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4　　トレッド接地面
5　　トレッドゴム
6　　ベルト
Ｔ　総厚み
ｔ　厚み
Ｅ　側縁

【図１】 【図２】
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